
　　　　　平成２０年（２００８年）２月　　　　　　　　　市　議　会　報　あ　や　せ　　　　　　　　　　　第１３８号　　　　　　　（４）

市制施行３０周年

にあたり全国へも

ＰＲできる事業を

新
綾
ク
ラ
ブ　
　
　

笠
間
信
一
郎

　

問　

本
市
は
、
平
成　

年
に
市
制
施
行

２０

　

周
年
を
迎
え
、
こ
の
日
に
自
治
基
本
条

３０例
の
施
行
を
予
定
し
て
い
る
と
聞
く
が
、

ほ
か
に
、
記
念
行
事
と
し
て
、
市
長
の
案

や
考
え
を
伺
い
た
い
。　

年
後
の
市
制
施

２０

行　

周
年
に
向
け
て
、
新
聞
広
告
な
ど
を

５０
使
い
、
本
市
の
都
市
像
に
つ
い
て
、
全
国

的
に
構
想
を
募
集
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
意
識
の
向
上
、
綾
瀬
市
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果

を
参
考
と
し
て
、
今
後
の
市
政
を
担
う
中

堅
・
若
手
職
員
が
将
来
都
市
像
を
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
は
ど
う
か
。

　

答　

自
治
基
本
条
例
は
、
当
初
施
行
日

を
市
制
施
行　

周
年
と
な
る
平
成　

年　

３０

２０

１１

月
１
日
を
予
定
し
て
い
た
が
、　

周
年
に

３０

こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
市
民
や
議
員
の
一
層

の
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
早
い
時
期
に
施

行
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。
記
念
行

事
の
具
体
的
な
内
容
は
、
現
在
、　

年
度

２０

当
初
予
算
の
編
成
作
業
中
で
も
あ
り
、
詳

細
は
答
え
ら
れ
な
い
が
、　

周
年
を
節
目

３０

の
年
と
し
て
、
記
念
式
典
や
各
種
事
業
を

行
う
こ
と
で
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
祝
い
合
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
将
来
都

市
像
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
は
、
貴
重
な
提

言
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

（
ほ
か
に
「
市
内
道
路
名
称
・
愛
称
づ
け

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」
「
新
時
代
あ
や

せ
プ
ラ
ン　

等
各
種
中
期
計
画
更
新
・
策

２１

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

厚木基地でのＸＰ

－１性能評価試験

を容認する考えか二
見　

昇

　

問　

南
関
東
防
衛
局
の
通
知
で
、
来
年

度
か
ら
Ｘ
Ｐ
ー
１（
次
期
固
定
翼
哨
戒
機
）

の
性
能
評
価
試
験
を
厚
木
基
地
で
行
い
、

今
年
度
中
に
施
設
の
建
設
に
入
り
た
い
と

し
て
い
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。
新
聞
報

道
で
市
長
は
、
今
回
は
配
備
で
な
い
の
で

約
束
違
反
に
な
ら
な
い
と
の
認
識
を
示
し

た
と
あ
る
が
見
解
は
。
さ
ら
に
、
試
験
を

容
認
す
る
か
は
市
民
へ
の
負
担
の
議
論
が

必
要
と
あ
る
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
議
論

を
し
判
断
す
る
の
か
。ま
た
、緊
急
や
む
を

得
な
い
場
合
を
除
き
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
使
用

し
な
い
な
ど
と
し
た
「　

文
書
」
を
堅
持

４６

す
る
こ
と
で
、
基
地
の
返
還
な
ど
を
求
め

る
絶
好
の
機
会
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答　

厚
木
基
地
へ
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
乗

り
入
れ
は
、
国
の
責
任
で
行
う
も
の
で
、

通
知
は
、
同
意
や
協
議
を
求
め
た
も
の
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
市
民
に
説

明
が
で
き
る
よ
う
、
国
に
情
報
提
供
を
求

め
て
い
く
。
新
聞
報
道
の
件
は
、
４
年
間

の
期
間
限
定
で
性
能
評
価
を
行
う
こ
と
か

ら
約
束
違
反
に
は
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
試
験
を
容
認
す
る
か
の
判
断
は
、

国
か
ら
の
照
会
事
項
へ
の
回
答
を
も
と
に
、

議
会
や
市
基
地
対
策
協
議
会
な
ど
で
の
議

論
を
願
っ
て
い
る
。基
地
の
返
還
な
ど
は
、

現
在
の
使
用
形
態
か
ら
、
あ
る
程
度
時
間

も
必
要
と
思
う
が
、
本
市
の
重
要
課
題
と

し
て
、今
後
も
国
な
ど
に
働
き
か
け
た
い
。

（
ほ
か
に
「
高
齢
者
の
医
療
制
度
の
現
状

に
つ
い
て
」
を
質
問
）

並塚笹山線の今後

の整備計画と協議

会の設置について
佐
竹　

百
里

　

問　

市
道
１
５
５
２
―
１
号
線
（
都
市

計
画
道
路
並
塚
笹
山
線
）
は
、
平
成
３
年

度
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
、　

年
度
に
は

１２

藤
沢
座
間
厚
木
線
か
ら
市
道　

号
線
ま
で

２０

が
完
成
し
供
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
北
部
の
本
市
の
一
部
か
ら
藤
沢
市
の

上
谷
台
山
王
添
線
、
大
和
市
の
福
田
相
模

原
線
、
ま
た
、
南
部
の
藤
沢
市
の
石
川
下

土
棚
線
は
な
か
な
か
整
備
が
進
ま
な
い
状

況
で
あ
る
。
厚
木
基
地
を
抱
え
る
本
市
で

は
、
東
西
に
抜
け
る
交
通
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
並
塚
笹
山
線

の
今
後
の
整
備
計
画
は
。
ま
た
、
隣
接
市

と
協
調
し
て
進
め
る
た
め
に
も
、
協
議
会

な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

答　

並
塚
笹
山
線
は
、
全
体
延
長
１
０

９
０
㍍
の
う
ち
７
３
０
㍍
が
供
用
さ
れ
、

３
６
０
㍍
が
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
。
近

隣
市
の
取
り
組
み
状
況
は
、
大
和
市
の
福

田
相
模
原
線
の
新
幹
線
以
南
か
ら
藤
沢
市

境
ま
で
と
藤
沢
市
の
上
谷
台
山
王
添
線
が

未
整
備
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
蓼
川
以

南
の
石
川
下
土
棚
線
も
土
地
区
画
整
理
事

業
で
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
本
市
と
隣

接
す
る
区
域
の
整
備
時
期
は
明
確
で
は
な

い
。
並
塚
笹
山
線
は
、
両
市
の
整
備
が
不

可
欠
で
あ
り
、
協
議
会
の
設
置
は
早
期
整

備
の
た
め
に
は
有
効
な
手
段
と
考
え
る
の

で
、
両
市
と
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
児
童
登
下
校
の
安
全
対
策
協

議
会
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
「
被
災
時
の

緊
急
一
時
避
難
支
援
に
つ
い
て
」を
質
問
）

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
者
拡
大
で
子
育
て
支
援
を

公
明
党　
　
　
　
　

井
上　

賢
二

　

問　

出
生
率
の
低
下
に
よ
り
、
高
齢
社

会
を
支
え
る
子
ど
も
の
数
は
減
少
し
、
社

会
の
活
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
少
子

化
対
策
の
充
実
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

小
児
医
療
費
に
対
す
る
助
成
制
度
は
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
の
有
効
な
支
援
策
で
あ
り
、
公
明
党
も

全
党
を
挙
げ
て
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の

創
設
・
拡
充
に
力
を
注
い
で
き
た
。
県
は

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
通
院
医
療
費
の

助
成
対
象
を
、
現
行
の
３
歳
未
満
か
ら
小

学
校
就
学
前
ま
で
に
引
き
上
げ
る
と
し
、

近
隣
市
も
同
様
に
上
げ
る
方
向
で
あ
る
。

綾
瀬
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、助
成
対
象
を
引
き
上
げ
て
は
ど
う
か
。

　

答　

本
市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

を
育
て
る
環
境
を
、
家
庭
だ
け
で
な
く
社

会
全
体
で
支
援
す
る
た
め
、
市
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
積
極
的
に

子
育
て
支
援
策
の
展
開
を
進
め
て
い
る
。

と
り
わ
け
小
児
医
療
費
助
成
事
業
は
、
子

育
て
家
庭
に
対
す
る
有
効
的
な
支
援
策
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
に
は

１５

通
院
の
医
療
費
助
成
を
小
学
校
就
学
前
ま

で
拡
大
し
、
さ
ら
に
、
今
年
７
月
１
日
か

ら
小
学
１
年
生
修
了
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
、

常
に
近
隣
市
に
先
駆
け
進
め
て
き
た
。
ま

た
、
市
民
か
ら
も
対
象
の
拡
大
を
望
む
声

も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
財
政
の

許
す
範
囲
内
で
支
援
を
す
る
。

（
ほ
か
に
「
在
宅
介
護
に
つ
い
て
」
「
市

営
駐
車
場
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

本
市
に
お
け
る
英
会
話
教
育

の
成
果
と
今
後
の
進
め
方
は

市
民
会
議　
　
　
　

近
藤　

秀
二

２１

　

問　

寺
尾
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て

始
め
た
英
会
話
教
育
も　

年
目
を
迎
え
、

１１

子
ど
も
た
ち
が
英
会
話
に
対
し
て
何
ら
違

和
感
も
な
く
馴
染
ん
で
い
る
が
、
そ
の
成

果
と
今
後
の
英
会
話
教
育
の
進
め
方
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
現
在
小
学
校

の
英
語
の
授
業
は
教
室
で
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英
語

を
教
え
る
外
国
人
）
と
Ｈ
Ｒ
Ｔ
（
担
任
の

先
生
）
に
よ
る
形
で
進
め
て
い
る
が
、
数

年
後
に
は
、
外
国
語
活
動
が
年
間　

時
間

３５

と
大
幅
に
増
え
る
方
向
に
あ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｔ

が
全
授
業
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
Ａ
Ｅ
Ｔ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
教
材
に
よ
る
英
会
話
教
育
が
可

能
な
教
室
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

寺
尾
小
学
校
で
の
研
究
の
積
み
重

ね
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
物
お
じ
せ

ず
、
積
極
的
に
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

後
も
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
を
図
る
楽
し
い
英
語
の
授
業
を

目
指
し
、
高
学
年
で
の
年
間　

時
間
の
英

３５

語
学
習
実
施
に
向
け
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

作
成
と
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
配
置
時
数
の
増
加
な
ど

を
計
画
的
に
進
め
る
。
ま
た
、
専
用
の
教

室
の
設
置
は
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
実

現
し
た
い
と
思
う
が
、
設
備
や
必
要
な
教

材
な
ど
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
現
段
階
で

は
、
相
当
な
費
用
が
掛
か
る
と
思
わ
れ
る

の
で
十
分
に
内
容
を
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
「
地
域
福
祉
に
つ
い
て
」
「
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

市
議
会
報
は
、
紙
面
の
都
合

で
発
言
の
一
部
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
内
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、市
立
図
書
館
、

市
議
会
に
備
え
て
あ
る
会
議
録

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
、
会
議
録

の
閲
覧
や
検
索
が
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ア
ド
レ
ス

w
w
w
.kaigiroku.net/ken

saku/ayase/ayase.h
tm
l

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

月
定
例
会
の
会
議
録
は
、

１２
３
月
上
旬
に
閲
覧
で
き
る
予
定

で
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

本
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、
通
告

の
際
に
質
問
の
方
法
（
一
括
ま
た
は

一
問
一
答
）
を
選
択
し
、
議
員
個
人

が
行
う
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
一
括
方
式
】
第
一
回
目
の
質
問
は

通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま
と
め

て
行
い
、
再
質
問
は
必
要
な
も
の

を
ま
と
め
て
行
う
方
式
。
再
質
問

の
回
数
は
二
回
ま
で
と
し
、
質
問

時
間
は
五
十
分
以
内
。

【
一
問
一
答
方
式
】
第
一
回
目
の
質

問
は
通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま

と
め
て
行
い
、
再
質
問
は
一
問
ご

と
に
行
う
方
式
。
五
十
分
の
時
間

制
限
内
で
あ
れ
ば
再
質
問
の
回
数

は
無
制
限
。

一
般
質
問
の
方
法

１２月１４日、交通安全対策協議会が、市役所周辺で交通安全のチラシや啓発物品を配
布し、年末の交通事故防止キャンペーンを行いました。


